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高師小僧

高師ケ原は変節県豊橋郊外のもと名古屋師団の演習地兵士たちは休

舳'の間にこのころころとしたものを見つけては高師小僧といった

これが一つのいいったわりでその他にもいくつかの由来があるらしい

ここに示すものは知多半島の野間下部層の中にあるものでこのよう

に所々に雨水によって築められそいる

高師小僧のできかたについては末だはうきりとした説はないがいず

れにしても湿地帯6ようなところで含鉄泉が流れこんで水酸化鉄が

圃緒したものである大きさは中に見られる松葉の長さからご想像願い

たい(井上)
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